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明日から冬休みです。テレビ朝会で子供たちがわくわくする話をしたいと思っていました。 

そこで、今日は校門での迎えに続いてサンタの衣装でこんな話をしました。 

「今日は校長サンタから皆さんへのプレゼントがあります。この箱の中に入っています。(クリ

スマス包装のかわいい箱を準備しました) 全員分用意しています。何だと思いますか？」 

「何だろう」「おもちゃ？」「お菓子？」「えんぴつ？」これだけでもう教室から楽しそうな子供

たちの声が聞こえてきます。箱の中にはこの「えんじゅ」を入れていました。 

 毎日教室を回っていると、それぞれの学級のよさを感じることができます。子供たちと担任

を中心に築いてきた学級文化です。紹介します。 

1-1 学習中の様子がいつも楽しそう 5-1 人のためにできることを皆考えている 

1-2 はちきれんばかりの元気がある 5-2 いつも対話があふれている 

1-3 とびっきりのあいさつがいつもできる 5-3 楽しそうな笑い声が絶えない 

2-1 子供たちと先生の笑顔があふれている 5-4 リーダーの自覚とエネルギーを感じる 

2-2 皆クラスの一員という気持ちがある 6-1 「やってみよう」しっかり実践している 

2-3 目と耳を使って話を聞いている 6-2 自分のよさを自覚した自信を感じる 

2-4 自信をもって考えを伝えている 6-3 安心して自分を表現できている 

3-1 一人一人の違いを認め合っている つばさ1 1 人 1人の違いを認め合っている 

3-2 皆が助け合い、思いやりがある つばさ2 教室に家庭のような温かさがある 

3-3 安心して過ごしていることがわかる つばさ3 友達のことを気にかけほっておかない 

4-1 先生と子供たちの息がぴったり つばさ4 自分の力を精一杯発揮している 

4-2 自分たちで学級を高める力がある つばさ5 「自分はこれでいいんだ」という自信 

4-3 ほのぼのした温かさをいつも感じる つばさ6 みんながきょうだいみたいな学級 

 よさを自覚していっそう潤ってほしいと願っています。どうぞよいお年をお迎えください。 

えんじゅ 

玄関の飾り付けから 丸林先生作  


